
第 2１回諸塚駄賃つけ唄全国大会 開催要項  

 

 

 古来の民謡「諸塚駄賃つけ唄」も幾多の先人たちの尽力により、復活をいたしました。私

たちの心の故郷ともいえる「諸塚駄賃つけ唄」のさらなる伝承と普及に努めるため、本大

会を開催いたします。  

 

 

１．主   催：諸塚駄賃つけ唄全国大会実行委員会  

 

２．開催日時：令和７年１１月１５日（土）  

  受付  午前   ８時００分～９時００分      決勝  午前 ９時５０分～  

  開会  午前   ９時３０分～              閉会  午後  ４時４０分（予定）  

  ※大会の進行によっては、多少時間が前後する場合があります。  

 

３．会   場：諸塚村中央公民館（２階ホール）  

 

４．大会内容  

（１）「育声の部（低学年：年長児～小学４年生、高学年：小学５年生～中学３年生）」  

「健声の部（高校生以上）」、「熟声の部」とします。  

※健声の部、熟声の部は出場者数で区分します。  

※優勝した場合、その後２年間、同じ部門での出場はできないため、申込みをお断り  

する場合があります。  

※男女の区別はしません。  

※年齢基準日は、大会当日（１１月１５日）とします。  

（２）育声・健声・熟声とも予選なしの決勝のみとします。  

（３）育声の部は歌詞１節、健声・熟声の部は歌詞２節による決勝とします。  

※出場申込みの際、歌詞番号と尺八の音階を記載してください。  

 

５．参  加  料 ：育声の部  １，０００円、健声の部・熟声の部  ３，０００円  ※昼食代込み  

 

６．応   募 

（１）応募資格・・・原則「アマチュア」であること。  

（２）申込方法・・・所定の様式に必要事項を記入のうえ、大会事務局に提出してください。  

（ＦＡＸ可）同時に「参加料」の振込をお願いします。  

「現金書留」・「郵便定額小為替」でも可。  

 （振込先口座）①宮崎県農協諸塚支店  普通  ００１８０６６  

                 口座名義：諸塚駄賃つけ唄大会事務局  

②郵便振替  記号番号  ０１７１０-９-１６３３０  

                  口座名義：諸塚駄賃つけ唄大会事務局  

               （注）参加料徴収後に欠場となった場合、参加料の返金はできません。  

あらかじめご了承ください。  



 

  ◆申  込 先・・〒883-1392 

                             宮崎県東臼杵郡諸塚村大字家代 2683 番地  

                           諸塚駄賃つけ唄全国大会事務局  

（諸塚村教育委員会内）  

電話：0982-65-0072   Fax：0982-65-0661 

 

７．申込期限：令和７年１０月３１日（金）  ※当日消印有効とします。  

 

８．表   彰：部門毎に順位を決定し、賞状や副賞を贈ります。 

＊優  勝 健声の部・熟声の部 賞金 3万円 

育声の部（低学年・高学年） 図書カード 5千円分 

＊準優勝 健声の部・熟声の部 賞金 2万円 

育声の部（低学年・高学年） 図書カード 3千円分 

＊第 ３ 位  健声の部・熟声の部 賞金 1万円 

育声の部（低学年・高学年） 図書カード 2千円分 

＊特別賞  最高齢出場者対象 木製賞状・特産品 

＊入 賞  健声の部・熟声の部 第４位～８位 特産品 

育声の部（低学年・高学年）第４位～８位 図書カード 1千円分 

＊敢闘賞  （育声の部参加賞） ９位以下 図書カード 5百円分 

※各部門において、複数人が同点となった場合、審査委員長の採点の  

高い者を上位とします。  

 

９．伴 奏 者：主催者側で依頼します（尺八・はやし）。  自己準備も可能です。  

 

10．審   査：主催者が委嘱する審査委員で審査を行います。  

 

11．そ  の 他：（１）申込期限後に、大会出場の決定通知を「個人」又は「団体」へ送付  

いたします。  

             （２）１１月５日（水）までに決定通知が届かない場合は、お手数ですが、  

大会事務局までご連絡ください。  

              （３）当日の受付は、時間内(午前 8 時～9 時)にお願いします。  

            （４）本大会の入賞者には、１１月１6 日（日）に開催されます諸塚村民  

文化祭のステージにて、諸塚駄賃つけ唄の披露をお願いする場合  

がございます。  

【歌詞番号】  

１番  おどま十三から  駄賃つけなろうた・・・     ５番  おどま病む子を  夜道に乗せて・・・  

２番  一人この山  寂しゅて越すが・・・          ６番  駒よあれ見よ  ありゃ阿蘇の山・・・  

３番  肥後に行こうか  延岡に越そうか・・・       ７番  おどま駄賃つけ  駄賃さえあれば・・・  

４番  日にち毎日  峠にのぼり・・・  

 

 

 


